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 入船地区の子どもたちの教育環境を整備し、同世代の子どもたちとの豊かな学び合いを保障す
るために、入船北小学校と入船南小学校を統合し、平成２７年４月から新しい小学校としてスタ
ートします。 
 「入船地区学校統合だより」では、入船地区学校統合懇談会において話し合われたことを中心
に、新しい学校づくりに関するさまざま情報をお届けします。 

入船北小学校・入船南小学校の児童が全校遠足で 

交流をしました。 ５月２日  ～総合公園～ 
 子どもたちが不安なく学校統合の日を迎えられるように、今から
さまざまな形で両校の交流活動が行われています。 
 この日は明海にある総合公園で合流し、両校の代表の挨拶や、お互
いの校歌の披露などを行いました。セレモニーの最後には、ハイタッ
チをしながら一人一人が挨拶を交わしました。子どもたちは恥ずかし
そうにしながらも、どの子もこの日の空のように清々しい笑顔いっぱ
いでした。 
 交流は始まったばかりですが、これからも続けていくことで友だち
が尐しずつ増え、やがては同じ学校の仲間として楽しく過ごしてくれ
ることを願っています。 

 

入船地区学校統合懇談会とは 

入船北小学校及び入船南小学校の統合を進めるにあたり、保護者や学校関係者の皆様から広くご意
見をいただくために設置しています。 
懇談会には第三者的立場から指導・助言をいただくために学校統合アドバイザーをおいています。

本年度は昨年度に引き続き、他市の学校統合の現状等に造詣の深い、常葉大学大学院教授、小松郁夫
先生を学校統合アドバイザーとしてお招きして、さまざまな視点からご指導いただきます。 

委員の皆様から統合に向けた交流活動についてご報告いただきました。 

入船北小・入船南小の校長先生から 

・円滑な学校統合に向け、５月２日の全校遠足のほ
かにも子どもたちの交流活動を実施している。 

・入船南小の３年生が学区探検で入船北小を訪問し
屋上から学区を紹介してもらった。 

・入船北小の２年生が入船南小を訪問し、音楽室や
図書室などを案内してもらった。 

・夏季休業中には教職員の交流も行う予定である。 
・校長は月に一度のペースで互いの学校を行き来し、
情報交換を行っている。 

保護者代表の委員から 

・６月に入船北小と入船南小の保護者の交流
会を行った。 

・ズンバ(ダンス)での交流には４８名、その
あとの交流会には２８名の方々が参加し
た。 

・事後のアンケートでは、１００％の方々が
「楽しかった」と回答していた。 

・今後も学期１回のペースで交流会を実施し
たいと考えている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主なご意見 
 ・新しい学校づくりについては、具体的な特色が見えるとよい。 
 ・教育内容の充実のためには、備品や人の配置などの環境の整備が必要である。 
 ・保護者の中には小学生が中学生と一緒になるとトラブルが起こるのではと心配している方々も

いる。 
 学校統合アドバイザーの助言 
 ・子ども同士だけでなく、教職員の交流や９年間の学びを意識していることはよいことである。 
 ・小中学生の交流について不安があるようだが、自分がかかわっている地域ではトラブルが起き

たという話は聞かない。中学生が優しくなってよい形で育っている事例がある。 
 ・学校・地域・行政が一体となり、大人たちが汗をかきながらよい教育環境を作っていくことが

大切である。子どもは自分のために頑張っている大人の姿をみて自分たちも頑張ろうとする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新しい学校づくりの３つのコンセプト（案） 

併設を生かした１小１中の 

小中連携・一貫教育推進校 

豊かな交流を重視した 

学校づくり 

入船北小学校・入船南小学校の

良さを受け継いだ 

新しい学校づくり 

小中連携・一貫教育を 

生かした学力の向上 

園児・児童・生徒及び 

地域の方々との交流を通した 

豊かな人間関係づくり 

両校の「特色」の継承 

新しい小学校における「魅力ある学校づくり」についてご意見をいただきました。 

◆ 第１回懇談会の議事録及び配布資料等につきましては、浦安市ホームページでもご覧になれます。 

１．入船北小学校と入船南小学校の児童で地域のスポーツチームに所属している子どもが多くいる。 
コーチ同士の連携も必要となるので、どのように働きかけていけばよいのか助言がほしい。 
 
ご指摘いただいたとおり、地域スポーツチームの皆様の連携はとても大切なことだと考えており

ます。また、スポーツチームに限らず、地域のさまざまな活動を通して子どもたちが交流を深めて
いくことも意義のあることだと思います。まずは、それぞれのチームや活動団体等の代表の皆様で
どのような連携が可能かについてお話し合いになるなど、既存の活動の延長としてできることから
始めてみることもよいと思います。 
 また、必要に応じて教育政策課が窓口となり、体育協会等の関係機関との連絡・調整等を行いま
すのでお申し出ください。 
 なお、地域の皆様の交流の際には、学校や PTA の皆様からも入船地区学校統合懇談会等で協議さ
れた内容等について周知していただけると幸いです。 
 
２．PTA の組織を今後どのようにしていくのかについての助言やこれまでに統合を経験した他の自

治体の事例等、情報の提供をしてほしい。 
 
学校統合に伴う PTA の今後につきましては、懸案事項となっていることと拝察いたします。 
各学校の PTA は任意の団体であることから、まずは学校長をはじめ学校側にご相談いただき、保護者

の皆様と教職員が共にご検討いただければと思います。 
教育委員会といたしましては、ご要望にもありますとおり、他の自治体の事例を調査し、情報提供の

面で支援させていただきます。また、相談を受けながらよりよい PTA 活動につながりますよう、随時学
校を通じて情報提供をさせていただきます。 
 
３．保護者同士の交流を今年度の２学期、３学期も計画したい。予算面での支援をいただきたい。 
 
保護者の皆様が主体となって、統合に向けた交流を行うことはたいへん意義のあることだと感謝申し

上げます。第１回目の交流会に参加された皆様からは好評を得ていることも心強い限りです。より円滑
な統合のためにも今後も保護者の皆様の交流を続けていただきたいと考えております。 
予算につきましては、学校と相談をしてまいります。 

懇談会でいただいたご質問・ご要望について  教育委員会の回答 


